
第
百
五
十
一
回
神
職
養
成
講
習
会 

選
考
試
験
に
つ
い
て 

 

【
試
験
日
時
】 

令
和
六
年
六
月
九
日
（
日
） 

直
階
、
権
正
階
と
も
に
十
三
時
～
十
四
時 

 

試
験
時
間
：
六
十
分 

 

【
試
験
会
場
】 

 

國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス 

百
三
十
周
年
記
念
五
号
館 

 

【
試
験
内
容
】 

 
 

直 

階 

『
プ
レ
ス
テ
ッ
プ
神
道
学 
第
二
版
』
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
編(

令
和
四
年)

弘
文
堂 

直
階
の
試
験
範
囲
は
、
右
の
テ
キ
ス
ト
の
一
～
百
六
十
五
頁
で
す
。 

 

権
正
階 

㊀
『
プ
レ
ス
テ
ッ
プ
神
道
学 
第
二
版
』
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
編(

令
和
四
年)

弘
文
堂 

 
 
 
 

 
 

㊀
の
試
験
範
囲
は
一
～
百
六
十
五
頁
で
す
。 

 
 
 
 

 

㊁
『
神
社
祭
式
同
行
事
作
法
解
説 

平
成
二
十
二
年
改
訂
版
』
神
社
本
庁
編(

平
成
二
十
二
年)

神
社
新
報
社 

 
 
 
 

 
 

㊁
の
試
験
範
囲
は
一
～
百
五
頁
で
す
。 

 
 
 
 

 

㊂
『
神
社
祭
祀
関
係
規
程
附
解
説 

平
成
二
十
年
改
訂
版
』
神
社
本
庁
編(

平
成
二
十
年)

神
社
新
報
社  

 
 
 
 

 
 

㊂
の
試
験
範
囲
は
五
十
七
～
七
十
九
頁
で
す
。 

 

※
当
日
の
披
見
は
一
切
不
可
で
す
。 

 

※
テ
キ
ス
ト
は
本
学
の
生
活
協
同
組
合
で
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
購
入
希
望
の
方
は
、
直
接
、
國
學
院
大
學 

生
活
協
同
組
合
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

電
話
：
〇
三(

五
四
六
六)

〇
一
六
六 

 

  

◎
受
験
上
の
注
意 

 

（
一
）
集
合
時
刻 

十
二
時
三
十
分
（
各
自
、
昼
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
集
合
し
て
く
だ
さ
い
） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

事
故
等
に
よ
り
交
通
機
関
に
遅
延
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
試
験
は
定
刻
通
り
実
施
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

ま
た
、
試
験
開
始
後
二
十
分
（
十
三
時
二
十
分
）
ま
で
を
入
室
限
度
と
し
、
制
限
時
間
に
間
に 

 

合
わ
な
か
っ
た
場
合
は
欠
席
と
な
り
、
い
か
な
る
理
由
で
も
再
試
験
や
試
験
時
間
の
延
長
は
行
い 

ま
せ
ん
。 

 

（
二
）
持

参

品 

試
験
時
間
中
に
机
の
上
に
置
け
る
物
は
、
筆
記
具
（
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
小
型
鉛
筆
削
り
）
、
時
計 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
辞
書
、
電
卓
、
携
帯
電
話
や
通
信
端
末
等
の
機
能
が
あ
る
も
の
は
禁
止
）
の
み
と
な
り
ま
す
。 

 

（
三
）
そ

の

他 

㊀
当
日
、
発
熱
や
咳
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
受
験
を
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

㊁
入
場
後
は
試
験
が
終
了
す
る
ま
で
試
験
会
場
の
外
に
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

㊂
当
日
は
試
験
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
従
わ
な
い
場
合
は
試
験
を
取
り
止
め
て 

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

㊃
不
正
行
為
（
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
・
テ
キ
ス
ト
・
他
の
受
験
者
の
答
案
を
見
る
こ
と
等
）
が 

発
覚
し
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
試
験
を
取
り
止
め
、
そ
の
旨
を
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
神
社
庁
に 

報
告
し
、
今
後
、
本
学
で
開
催
さ
れ
る
神
職
養
成
講
習
会
の
受
講
を
認
め
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

㊄
試
験
当
日
の
服
装
は
普
段
着
で
構
い
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

㊅
当
日
は
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自
動
車
や
自
転
車
、
バ
イ
ク
等
で
の
校
内
乗
り

入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

㊆
受
験
者
以
外
の
方
が
校
舎
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
付
添
控
室
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

㊇
ご
不
明
な
点
は
、
神
道
研
修
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

 

國
學
院
大
學
神
道
研
修
事
務
課 

〒
一
五
〇-

八
四
四
〇 

 

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号 

電
話
：
〇
三
（
五
四
六
六
）
〇
一
五
五 

 


